
英国プロサッカークラブにおける
選手の資産計上の実務

―Tottenham Hotspur と Heart of Midlothian の事例を中心として―

⻆ 田 幸太郎

【要 旨】
1990年代以降の英国において、人的資源に関わって支出した金額を実務上、資産

計上している稀有な事例がある。英国プロサッカークラブでは、他のクラブから選
手を引き抜く際に支出した金額を無形固定資産として貸借対照表に計上しているの
である。この事例については複数の文献で紹介されているが、その経緯は明らかで
はない。そこで本稿では、先行研究や当時の実務を検証することを通じて、起源や
目的を明らかとすることを目的とする。

【キーワード】
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１．はじめに

人的資源は我々にとって最も身近な存在であり、人類が誕生して以来、産業革命以前の手工業
時代までは、人的資源こそが最も貴重な労働力であったといえる。現代においても「従業員が、
我が社で最も価値のある資産である」という類いの表現は、現に企業が発行する各種の報告書等
に見受けられるところである。しかしながら、日本をはじめとする各国の会計基準では、人的資
源は有形資産としても無形資産としても認識されず、すなわち企業の財務報告の対象外となって
いる。それゆえ、現行の企業会計のもたらす情報は必ずしも企業の実態を反映しているとは言い
きれない。

これに対して、１９９０年代以降の英国において、人的資源に関わって支出した金額を実務上、資
産計上している稀有な事例がある。英国プロサッカークラブでは、他のクラブから選手を引き抜
く際に支出した金額を、無形固定資産として貸借対照表に計上しているのである。この稀有な会
計処理については Morrow［１９９２］や白石［１９９７］、⻆田［２００６］、［２００８］など、複数の文献で
紹介されている。中でも、Morrow［１９９２］では「現在、英国では２つのクラブ（Heart of Midlo-
thian FC plc および Tottenham Hotspur plc）のみが貸借対照表に資産として選手が含まれてい
る」１と述べられている。しかしながら、この稀有な会計処理の起源について、誰が、いつから、
どのような意図で行うようになったのか明らかではない。
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そこで本稿では、先行研究や当時の実務を検証することを通じて、英国プロサッカークラブで
は誰が、いつから、どのような意図で、他のクラブから選手を引き抜く際に支出した金額を無形
固定資産として貸借対照表に計上するようになったのか、を明らかにすることを目的とする。

２．プロスポーツクラブにおける人的資源の重要性

現行の企業会計では、人的資源は企業におけるコストでしかないが、経営上は重要な資源であ
ることに疑いの余地はない。たとえば、現代において「従業員が、我が社で最も価値のある資産
である」と考えられうる企業の例として、プロスポーツクラブがある。プロスポーツクラブは営
利企業であり、その経営は、チームを強化するべく有能な選手やチームスタッフを集め、トレー
ニング施設を整備し、スタジアムを準備して試合を行ない、集客によるチケット売上やグッズ販
売で収入を得る、というのが一般的である。

北米では、野球の MLB（Major League Baseball の略称）、バスケットボールの NBA（National
Basketball Association の略称）、アメリカンフットボールの NFL（National Football League の
略称）、アイスホッケーの NHL（National Hockey League の略称）が４大プロスポーツとして
定着しており、それぞれ長い伝統がある。また、欧州や南米をはじめとする世界各国ではサッ
カー人気が根強く、特に英国はサッカー発祥の国として知られている。英国のプロサッカーリー
グは現在までに１２０年以上の歴史があり、プロサッカークラブ数も１３０を超えている。このよう
に、英国においては、プロサッカー産業が一大エンターテインメントとして既に確立しているこ
とに特徴がある。

英国のプロサッカーのみならず北米の４大プロスポーツにも当てはまることであるが、プロス
ポーツクラブのチーム強化方法は大別して２つあり、クラブ内部の育成組織から若手選手を堅実
に育て上げる方法と、クラブ外部、すなわちライバルクラブから既に育った選手を引き抜く方法
がある。後者の場合、ライバルクラブから有望な人材を無支出で引き抜くことができれば良い
が、選手を引き抜かれる側としては大切な人材を競争相手へ無償で手放すわけにはいかない。

そこで、英国の域を超えて世界各国へ拡がるプロサッカー産業では、すべてのプロサッカー選
手の「選手登録権」（player’s registration）に対して売買価値が存在し、プロサッカークラブ間
で売買されている。この選手登録権というのは、選手を自身のクラブで契約期間内は独占的にプ
レーさせうる法的な権利である。

たとえば、世界を代表するプロサッカー選手のひとりとして今後の活躍が期待されるウェール
ズ人の Gareth Bale（以下、Bale）が２０１３年夏にイングランドの Tottenham Hotspur からスペイ
ンの Real Madrid へ移籍した際に、９千１万ユーロ（約１２０億円）という大金が Real Madrid か
ら Tottenham Hotspur へ支払われたが、これは、Bale の選手登録権を得る対価として支払われ
たものと見なすことが出来る。金額の多少の違いはあるが、このような事例は一部のプロサッ
カー選手やプロサッカークラブに限られたものではなく、すべてのサッカー選手やサッカークラ
ブが対象となりうるものであり、すべてのプロスポーツ選手やプロスポーツクラブに当てはまり
うる事例である。

３．英国プロサッカークラブの経営

プロサッカー産業が一大エンターテインメントとして既に確立している英国においては、プロ
サッカークラブの経営や会計処理にも注目すべき特徴がある。
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株式非公開 株式公開
Chelsea １９９２～１９９５年 １９９６～２００３年
Manchester United １９９２・１９９３年 １９９４～２００３年
Liverpool １９９１～２００３年
Newcastle United １９９０～１９９６年 １９９７～２００２年
Grasgow Rangers １９９０年 １９９１～２００３年
Arsenal １９９１～２００３年
Aston Villa １９９２～２００３年
Tottenham Hotspur １９９０・１９９１年 １９９２～２００３年
Leeds United １９９０～２００３年
Celtic １９９０～２００３年
Everton １９９１～２００３年
Sunderland １９９３～１９９６年 １９９７～２００３年
West Ham United １９９１～２００３年
Blackburn Rovers １９９１～２００３年
Manchester City １９９０～１９９４年 １９９５～２００３年
Coventry City １９９１～２００３年
Sheffield Wednesday １９９０～２００３年
Derby County １９９１～２００３年
Nottingham Forest １９９１～１９９６年 １９９７～２００１年
Leicester City １９９０～１９９６年 １９９７～２００３年
Southampton １９９１～１９９３年 １９９４～２００３年
Birmingham City １９９０～２００３年
Bolton Wanderers １９９０～１９９６年 １９９７～２００３年
Wimbledon １９９１～２００１年
Queens Park Rangers １９９０～１９９６年 １９９７～２０００年
Sheffield United １９９１～２００２年
Ipswich Town １９９１～２００３年
West Bromwich １９９２～１９９４年 １９９５～２００３年
Aberdeen １９９１～２００３年
Heart of Midlothian １９９０～１９９６年 １９９７～２００３年
Charlton Athletic １９９１～１９９６年 １９９７～２００３年
Swindon Town １９９１～１９９８年
Millwall １９９０～２００３年
Dundee United １９９１～２００３年
Huddersfield Town １９９１～２００１年
Burnley １９９１～２００３年

表１ 英国プロサッカークラブの株式公開および非公開の変遷一覧（１９９０～２００３年）

Tottenham Hotspur plc は英国で株式市場に上場した先駆けのプロサッカークラブとしても知
られている。Amir and Livne［２００５］では、１９９０年から２００３年にかけての英国プロサッカーク
ラブの株式公開および非公開の変遷一覧が紹介されている。以下、表１として参照する。
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Preston North End １９９０～１９９４年 １９９５～２００３年
Reading １９９１～２００３年
Bradford City １９９１～１９９７年 １９９８～２００２年
Watford １９９１～２００３年
Oldham Athletic １９９１～２００１年
Peterborough United １９９１～２００３年
Oxford United １９９１～２００３年
Motherwell １９９１～２００３年
Barnsley １９９１～２０００年
Southend United １９９１～２００１年
Plymouth Argyle １９９１～２００３年
Wrexham １９９１～２００２年
Bury １９９１～２００３年
Bristol Rovers １９９１～２００３年
Dunfermline １９９１～２００１年
Dundee １９９１～２００１年
Cambridge United １９９１～２００３年
Scunthorpe United １９９１～２００３年
Rotherham United １９９１～２００３年
Hull City １９９１～１９９９年
Mansfield Town １９９１～２００１年
Shrewsbury Town １９９０～２００３年

出処：Amir and Livne［2005］Table 1, pp. 558-559を筆者加筆修正。

表１に基づくと、Tottenham Hotspur は１９９２年から株式公開し始めたということになるが、
自らの調査により、Tottenham Hotspur plc の Annual Report and Accounts のコピーを１９８４年
から１９８７年まで、１９８９年から１９９１年まで、１９９４年から２０１２年まで入手しており、１９９０年と１９９１年
は株式非公開というのは誤りである。

また、Tottenham Hotspur plc［１９８４］の Chairman’s Statement には「１９８３年から株式公開し
始めた」２という記述が見受けられる。この Tottenham Hotspur の株式公開を他クラブが意識し
たかどうかは定かではないが、表１より、他クラブも１９９０年代に次々と株式公開を行い始めたこ
とが読み取れる。

英国プロサッカークラブの経営の特徴を示すべく、Tottenham Hotspur plc の資産額の内訳お
よび変動を図に示すと図１のようになる。

ここでの Intangible assets（以下、無形資産）とは、選手登録権の獲得の際に支出した金額の
累計額である。すなわち、人的資源に対する投資額の方が、土地や建物、設備に対する投資額よ
りも上回っている状況にあるのである。この点については、複数の英国プロサッカークラブの財
務諸表も同じような状況を示しており、人的資源に関して支出した金額は経営そのものに影響を
及ぼすほどに莫大である。これこそが、英国プロサッカークラブの経営の特徴である。
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（移籍費として）即時費用処理 （選手登録権として）資産計上
Chelsea １９９２～１９９４年 １９９５～２００３年
Manchester United １９９２～１９９８年 １９９９～２００３年
Liverpool １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Newcastle United １９９０・１９９１年、１９９５～１９９８年 １９９２～１９９４年、１９９９～２００２年
Grasgow Rangers １９９０～１９９３年、１９９７～１９９８年 １９９４～１９９６年、１９９９～２００３年
Arsenal １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Aston Villa １９９２～１９９８年 １９９９～２００３年
Tottenham Hotspur １９９０～２００３年
Leeds United １９９０～１９９６年 １９９７～２００３年
Celtic １９９０～１９９３年 １９９４～２００３年
Everton １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Sunderland １９９３～２００３年
West Ham United １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Blackburn Rovers １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Manchester City １９９０～１９９８年 １９９９～２００３年
Coventry City １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Sheffield Wednesday １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Derby County １９９１～２００３年

表２ 英国プロサッカークラブの選手移籍金の会計処理の変遷一覧（１９９０～２００３年）

４．英国プロサッカークラブにおける選手移籍金の会計処理

Amir and Livne［２００５］で紹介されている、１９９０年から２００３年にかけての英国プロサッカー
クラブの選手移籍金の会計処理の変遷一覧を、表２として参照する。ここで、選手登録権と選手
移籍金の用語の違いについて、総称としての選手移籍金は、（選手の移籍費用として）即時費用
処理される場合と、（選手登録権として）資産計上される場合があり、意図して使い分けている。

図１ Tottenham Hotspur plc における資産額の内訳と推移
出所：Annual Report and Accounts を基に筆者作成。
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Nottingham Forest １９９１～１９９７年 １９９８～２００１年
Leicester City １９９０～１９９８年 １９９９～２００３年
Southampton １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Birmingham City １９９０～１９９８年 １９９９～２００３年
Bolton Wanderers １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
Wimbledon １９９１～１９９８年 １９９９～２００１年
Queens Park Rangers １９９０～１９９８年 １９９９～２０００年
Sheffield United １９９１～２００２年
Ipswich Town １９９１～１９９８年 １９９９～２００３年
West Bromwich １９９２～１９９４年 １９９５～２００３年
Aberdeen １９９１～１９９４年 １９９５～２００３年
Heart of Midlothian １９９０～２００３年
Charlton Athletic １９９１～１９９７年 １９９８～２００３年
Swindon Town １９９１～１９９８年
Millwall 1990～1995年 1996～2003年
Dundee United 1991～1998年 1999～2003年
Huddersfield Town 1991～1997年 1998～2001年
Burnley 1991～1997年 1998～2003年
Preston North End 1990～1993年 1994～2003年
Reading 1991～1998年 1999～2003年
Bradford City 1991～1998年 1999～2002年
Watford 1991～1998年 1999～2003年
Oldham Athletic 1991～1998年 1999～2001年
Peterborough United 1990～1992年、1994～1998年 1993年、1999～2003年
Oxford United 1991～1998年 1999～2003年
Motherwell 1991～1998年 1999～2003年
Barnsley 1991～1998年 1999～2000年
Southend United 1991～1998年 1999～2001年
Plymouth Argyle 1991～1998年 1999～2003年
Wrexham 1991～1998年 1999～2002年
Bury 1991～1998年 1999～2003年
Bristol Rovers 1991～1998年 1999～2003年
Dunfermline 1991～1998年 1999～2001年
Dundee 1991～1992年 1993～2001年
Cambridge United 1991～1998年 1999～2003年
Scunthorpe United 1991～1998年 1999～2003年
Rotherham United 1991～1998年 1999～2003年
Hull City 1991～1998年 1999年
Mansfield Town 1991～1998年 1999～2001年
Shrewsbury Town 1990～1998年 1999～2003年

出処：Amir and Livne［２００５］Table１，pp．５５８－５５９を筆者加筆修正。
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表２より、以下のことが読み取れる。
①選手移籍金を資産計上していることが１９９０年の時点で確認されているのは Tottenham

Hotspur と Heart of Midlothian の２クラブのみであり、この事実は Morrow［１９９２］３の言及
を裏付けるものとなる。

②上記２クラブの他に、選手移籍金の資産計上が１９９０年代の早い時期に確認されたのは１９９１年の
Derby County と Sheffield United の２クラブ、１９９２年の Newcastle United、１９９３年の Sun-
derland と Peterborough United、Dundee の３クラブ、１９９４年の Grasgow Rangers と Celtic、
Preston North End の３クラブなどである。

③１９９８年以前は選手移籍金を即時費用処理するクラブと資産計上するクラブとが存在した。
④１９９９年以降、選手移籍金を即時費用処理するクラブは無くなった。

④の理由については、⻆田［２００６］４で詳述しているが、英国の無形資産についての会計基準
（FRS１０）が１９９７年１２月に会計基準審議会（Accounting Standards Board）から公表され、選手
移籍金の会計処理が資産計上に統一されたことによる。換言するならば、１９９７年１２月に FRS１０
が公表される以前は選手移籍金の会計処理方法は統一されていなかったのである。

それゆえ、以前は③のように、選手移籍金について即時費用処理する方法と資産計上する方法
とが存在していたのである。FRS１０公表以前は１９８４年１２月に会計基準委員会（Accounting Stan-
dards Committee）から公表された SSAP２２が暖簾の会計基準として効力を持っていたが、SSAP
２２における買入暖簾の原則的な会計処理方法は買収時に資産計上せずに剰余金と相殺して即時償
却するものであり、代替的な方法が買収時に資産計上してその後一定期間内で償却するもので
あった。

⻆田［２０１２］で示したが、２０１２年時点においても、英国プロサッカークラブでは、この選手登
録権の獲得の際に支出した金額を無形固定資産として貸借対照表に資産計上している。そして、
残額ゼロとして契約期間にわたって償却を行ない、必要があれば減損処理も行なうのである。こ
の点は、英国プロサッカークラブにおける会計処理の特徴である。

この選手登録権の会計処理に関して、イングランド・リーグ２（実質４部）に所属する Oxford
United の会長および財務担当者へ２０１１年２月と８月に行った聴き取り調査によれば、「選手登録
権の獲得の際に支出した金額は無形資産として計上しているが、その金額も、銀行がプロサッ
カークラブへの融資を決断する判断対象となりえている」という証言が得られた。一方で、日本
のある銀行の融資担当者によれば、「仮に素晴らしい経営者がいたとしても融資の際の担保価値
には含まれない。返済が滞った場合にヒトは土地や建物のように差し押さえることができないか
らである」との回答が得られた。

英国の銀行には聞き取り調査を行なっていないため断定はできないが、プロスポーツクラブへ
融資する場合の見解が英国と日本とでは異なる可能性がある。

５．Annual Report を用いた分析－Tottenham Hotspur plc の事例－

Morrow［１９９２］では「現在、英国では２つのクラブ（Heart of Midlothian Football Club plc
および Tottenham Hotspur Public Limited Company）のみが貸借対照表に資産として選手が含
まれている」と述べられていたが、この会計処理の起源については明らかではなかった。

そこで、当時の年次報告書を検証し、英国プロサッカークラブではいつから、他のクラブから
選手を引き抜く際に支出した金額を、無形固定資産として貸借対照表に計上するようになったの
か、を明らかにしていく。
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Morrow［１９９２］において、人的資源としての選手の価値について年次報告書で触れている最
も古い事例は１９９０年の Heart of Midlothian FC plc と Tottenham Hotspur plc であった。１９９０年
の Tottenham Hotspur plc の事例については詳しく触れられておらず、移籍金を資産計上する
理由も明らかにされていなかった。そこで、Tottenham Hotspur plc［１９９０］を確認してみるこ
ととした。会計方針として“Transfer fees”（選手移籍金）は、「選手登録の費用は資産化し、
見積残存価値を残して、選手の契約期間に渡って償却される」と記述されている。また、貸借対
照表では無形資産として選手登録の費用（cost of players’ registrations）が１９９０年は£９，４０７，０００
計上されている５ことを確認した。

次に、１年前に戻って Tottenham Hotspur plc［１９８９］を検証してみたところ、会計方針にお
ける移籍金の記述は１９９０年のものと全く同じ文章であり、貸借対照表における無形資産として
１９８９年は£７，８６０，０００が計上されている。しかしながら、Chairman’s statement の中で以下のよ
うな記述があることを発見した。「専門アドバイザーの議論の下、移籍金に関する会計方針を変
えることとした。選手登録の費用は、年齢と給料を基準として契約満了時点の残存価額を見積も
り、契約期間に渡って償却することとする。取締役会は、この方針は実際の商業的実態をより反
映するものとして支持する」とあり、選手移籍金を資産計上する理由についても述べられている。

これらはすなわち、Tottenham Hotspur plc については Morrow［１９９２］で言及されている１９９０
年よりも１年早い１９８９年の時点で、他のクラブから選手を引き抜く際に支出した金額を無形固定
資産として貸借対照表に計上しているという新事実を見出すことができた。

さらに Tottenham Hotspur plc［１９８７］を検証してみたところ、貸借対照表には無形資産の項
目が無いことが確認できた。会計方針における移籍金は「選手登録の移籍として他のサッカーク
ラブから支払ったり受け取ったりした移籍金は関連する費用と共に、移籍が行われた年度の損益
計算書に計上される」という記述を見つけた。つまり、Tottenham Hotspur plc においても１９８８
年以前は、他のプロサッカークラブと同様に、選手移籍金を即時費用処理していたことが判明し
た。

６．Annual Report を用いた分析－Heart of Midlothian FC plc の事例－

Morrow［１９９２］では「１９８７年の Heart of Midlothian FC の Director’s Report の中で、『我が
社のチーム（the playing staff）の期待売却価値および取替原価に基づいた価値は£１，４５０，０００で
ある』と記述されていて、その価値は貸借対照表の価額を反映したものではない」６という記述が
あり、実際に検証することとした。

Heart of Midlothian FC plc については当時の Annual Report and Accounts は手に入らなかっ
たが、Morrow が言及した１９８６年のものよりも４年も早い１９８２年のものを入手することが出来
た。Heart of Midlothian FC plc［１９８２］の Report by the Directors によれば、「取締役と監督に
よる私見であるが、割引現在売却基準（a discounted current sale basis）に基づくチーム（the
playing staff）の価値は£４５０，０００であると見込んでいる。しかし、個々に売却したら£４５０，０００
を超えると期待している」という記述がなされている事実を確認した。

７．まとめ

Morrow の研究では１９９０年の Tottenham Hotspur plc の事例については詳しく触れられておら
ず、また、移籍金を資産計上する理由も明らかにされていなかったが、本研究において、移籍金
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について資産計上する根拠が示されている記述を発見した。Tottenham Hotspur plc［１９８９］で
は「資産計上し、残存価額を見積もって契約期間にわたって償却する方が、移籍金（transfer
fees）の商業実態（commercial realities）をより厳密に反映するから会計方針を変更した」とあ
る。さらに、１９８９年の時点で既に、Tottenham Hotspur plc では選手移籍金を資産として計上し
ていたことも判明した。

また、Heart of Midlothian FC plc の Annual report and Accounts においても、Morrow
［１９９２］で示された１９８６年よりも以前に、Director’s report の中で選手の評価が行われていた新
事実を見つけた。

ボスマン判決がなされる１９９５年以前は、契約が満了しても選手がプロサッカー選手を続けたけ
ればクラブに留まるか、移籍先のクラブに移籍元のクラブへ移籍金を支払って貰って移籍するし
か選択肢が無かった。換言すると、クラブにとっては選手との契約が満了しても、選手が引退し
ない限り移籍金が見込めた。それゆえ、商業的な投資対象としても成りえたのだと考えられる。
以上、本研究では Morrow の先行研究の不十分な点を、実際の資料に基づいて補足した。
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